
もしものときの
安心ツール
お役立ち情報紙

あ
ん
し
る
新
聞

Vol.26

〒060-0807
札幌市北区北7条西1丁目2-6
NCO札幌16階
：0120-136-777

受付時間 9：30-17：30
：info＠anshiru.jp
HP：https://anshiru.jp/

今回、実際に介護施設を訪問し、看護師さんへお話を伺いました。看護師さんは入居者さま
の体調だけでなく、日々の様子や会話の内容まで他の職員と共有しながら健康を支えていま
した。介護施設は生活の場であるため、体調が優れない方や入居したばかりの方を中心に見
守りを行っています。また、入居者さまの変化にいちはやく気付くため、普段から関わりの
多い介護職員との情報共有も欠かせません。改めて、介護職員と看護師がお互いに連携しな
がら入居者さまの生活を支えていることを実感しました。なお、看護師の配置や対応できる
医療行為は施設によって異なります。入居前には対応内容を確認することが大切です。

施
設
探
し
、
身
元
保
証
、

不
動
産
な
ど
『
終
活
』

に
関
わ
る
こ
と
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Instagram→

←YouTube

←TikTok

【
施
設
で
働
く
看
護
師
の
仕
事
内
容
】

施
設
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
施
設
で
勤

務
す
る
看
護
師
は
、
入
居
者
の
健
康
管
理
が
主
な

役
割
で
す
。
病
気
の
治
療
を
目
的
と
す
る
病
院
と

は
異
な
り
、
介
護
施
設
は
入
居
者
の
生
活
の
場
で

す
。
入
居
者
本
人
や
ご
家
族
さ
ん
の
希
望
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
時
に
は
他
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し

な
が
ら
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

【
生
活
で
の
関
わ
り
方
】

食
事
介
助
・
排
泄
ケ
ア
・
入
浴
介
助
・
清
潔
ケ

ア
な
ど
は
介
護
職
員
が
主
に
行
い
ま
す
。
看
護
師

は
食
事
介
助
の
様
子
か
ら
嚥
下
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
を
通
し
て

運
動
機
能
や
認
知
機
能
を
確
認
し
た
り
す
る
な
ど
、

医
学
的
な
視
点
か
ら
介
助
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
非
医
療
行
為
と
医
療
行
為
】

介
護
施
設
で
は
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と

す
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
口
腔
ケ
ア
・
巻
き
爪
の
処
置
な
ど
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
日
常
的
な
歯
磨
き
・
爪
切
り
・
耳
掃

除
は
介
護
職
員
が
担
当
し
ま
す
。
血
圧
・
体
温
測

定
・
ガ
ー
ゼ
の
交
換
や
軟
膏
の
塗
布
な
ど
も
介
護
職

員
が
行
う
こ
と
も
多
い
で
す
。
こ
れ
ら
は
非
医
療
行

為
に
当
た
る
た
め
、
看
護
師
で
な
く
て
も
行
う
こ
と

が
出
来
ま
す
。

医
療
行
為
と
し
て
、
服
薬
・
点
滴
・
イ
ン
ス
リ
ン

の
投
与
・
経
管
栄
養
な
ど
と
い
っ
た
医
学
的
な
管
理

は
介
護
職
員
に
は
行
え
ま
せ
ん
。
看
護
師
が
行
い
ま

す
。
ま
た
、
医
師
か
ら
の
指
導
が
あ
っ
た
際
に
は
採

血
や
た
ん
を
吸
引
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
看
取
り
も
看
護
師
が
い
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
医
療
行
為
は
、
看
護
師
が

い
れ
ば
必
ず
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
施
設
へ

の
確
認
が
必
要
で
す
。

施設の医療
～看護師さんの仕事とは？～

【
医
療
処
置
と
も
し
も
の
時
】

病
院
で
行
う
よ
う
な
高
度
な
医
療
処
置
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

医
療
処
置
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
介
護
施
設

で
は
医
師
が
常
駐
し
て
い
な
い
た
め
、
看
護
師
が
感
染
対
策
や
健
康

管
理
・
薬
剤
管
理
を
行
い
ま
す
。

入
居
者
の
容
態
が
急
変
し
た
際
に
は
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
必

要
で
あ
れ
ば
、
救
急
車
の
手
配
や
ご
家
族
へ
の
連
絡
、
救
急
隊
員
や

医
師
に
状
況
・
状
態
の
引
き
継
ぎ
を
し
て
い
ま
す
。

・施設での看護師対応とは？
主に内服管理や体調管理です。内服の中には大事な薬もあり、体調によって服用できな
い場合にどうするかを考え調整します。体調不良時は全身状態を把握し、内服で良いか
受診や救急搬送が必要かを判断し、医師による約束指示のもと与薬や点滴をしたり、緊
急処置として痰や異物の吸引など対応します。経過を看て、必要時に受診の調整や救急
搬送といった対応をします。また、転倒や皮膚変色といった事故報告があった場合にも
全身状態のチェックをし問題がないか確認します。

・入居者様との関わりはありますか？
直接的な関わりは体調不良時が主ですが、介護職員、相談員、ケアマネといった他職種
と情報交換を行い連携して関わることが多いです。

・ご家族様との関わりはありますか？
多くはありませんが、ご家族さまの想いや願いに少しでも寄り添えるよう、医療的な部
分でご説明させていただきご理解ご協力をいただいています。受診付き添い時にお会い
することがあれば、日常の様子をお伝えすることもあります。

・医療処置がある方は入居できますか？
施設には医師が常駐してないため、治療が終了していて安定していること、経口摂取が
できていることが前提です。経管栄養や尿カテ挿入されているが安定している状態であ
れば大丈夫ですが、夜間看護師は不在になるため、常に痰の吸引や酸素送気が必要な方
や定期的に点滴な必要な方は難しいです。

入居者との関わり
バイタル・経管栄養など

事務業務
カルテへ記入・薬の確認など
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